
(A) コラー ゲ ン濃 度S (至適 な可塑性や コラーゲ ン線 維間相互作用を示す濃度)

細胞 は コラーゲ ン線維 を押 し出す

(B) コ ラー ゲ ン濃 度Sよ り も コ ラー ゲ ン 濃度 が 低 い 場 合

コラーゲン線維間相互作用が減少す るためにコラーゲン線維の

押 し出 しと引き寄せが促進 され る

図38 コラーゲン濃度低下がコラーゲン線維の可塑性へ及ぼす影響



(A) コラー ゲ ン濃度S (至適 な可塑性や コラー ゲン線 維間相互作用を示す濃度)

細胞 の回転運動 による コラーゲ ン線維 を濃縮 しよ うとするポテンシャルがある

(B) コ ラー ゲ ン濃 度Sよ りも コラ ー ゲ ン 濃度 が低 い場 合

コラーゲン線維数の低 下によりコラーゲンゲルの可塑性が増加 し、コラーゲン線維間

相互作用が低 下す るために細胞は回転運動により細胞近傍のコラーゲン線維を濃縮す る

細胞の回転運動によるコラーゲン線維を濃縮 しようとするポテンシャルが低 下す る

図39 コラーゲン濃度低下が細胞の回転運動によるコラーゲン線維を

濃縮 しよ うとす るポテンシャルへ及ぼす影響



(A) コラーゲ ン濃度S(至 適 な可塑性や コラー ゲ ン線維 間相互作用 を示す濃度)

細胞 は コラー ゲン線維 を押 し出す

(B) コラ ー ゲ ン 濃 度Sよ りも コ ラー ゲ ン濃度 が 高 い 場 合

コラーゲン線維間相互作用が増加するためにコラーゲン線維の押 し出 しと

引き寄せが困難になる

図40 コラーゲン濃度増加がコラーゲン線維 の可塑性へ及ぼす影響



(A) コラーゲ ン濃度S (至適 な可塑性や コラー ゲ ン線維 間相互作用 を示す濃度)

細胞 の回転運 動 による コラー ゲン線維を濃縮 しょうとするポテンシャルがある

(B) コ ラー ゲ ン濃 度Sよ りも コ ラ ー ゲ ン濃 度 が 高 い場 合

コラーゲン線維数の増加により線維 間相互作用が増加するために細胞の回転運動によ

るコラーゲン線維を濃縮 しようとするポテンシャルが低下する

図41 コラーゲン濃度増加が細胞の回転運動によるコラーゲン線維 を

濃縮 しよ うとす るポテンシャルへ及 ぼす影響



(A) コラー ゲ ン濃 度S (至適 な可塑性や コラーゲ ン線維 間相互作用を示す濃度)

(B) コラ ー ゲ ン濃度Sよ りも コ ラー ゲ ン濃 度 が 低 い場 合

コラーゲン濃度の低 下によりコラーゲン線維 と細胞の結合部位数が低 下するため

細胞 とコラーゲン線維の結合は弱くなる

細胞運動、その方向性が制限 される

図42 コラーゲン濃度低下がコラーゲン線維 と細胞の結合へ

及ぼす影響



(A) コラーゲ ン濃度S (至適な 可塑性や コラー ゲン線 維間相互作用を示す濃度)

(B) コ ラー ゲ ン濃 度Sよ り もコ ラー ゲ ン濃 度 が 高 い場 合

コラーゲン濃度の増加によりコラーゲン線維 と細胞の結合部位数が増加するため細胞

とコラーゲン線維は強 く結合す ることができるようになる

様 々な方向へ運動することができるようになる

細胞 にとって必要な結合部位数を超えて しま うとコラーゲン線維 と細胞の結合部位数

が増加 してもコラーゲン線維 と細胞の結合の強 さは変わらない、あるいは結合が強過

ぎるために細胞が運動 しにくくなる可能性がある

図43 コラーゲン濃度増加がコラーゲン線維 と細胞の結合へ

及 ぼす影響



図44 コラーゲン濃度が コラーゲンゲル上か らゲル 中への細胞遊走

活性へ及ぼす影響



図45 ウェス タンブ ロッテ ィング法 に よるC1J抗 体 と

146E抗 体 の抗原 特異性 の検 討

胎 児 ウ シ皮 膚 か ら精 製 したXII型 及 びXIV型 コ ラー ゲ ンのNC-3

ドメイ ン をSDS-PAGE (ゲ ル 濃 度: 3-5%) 後、CIJ抗 体 (A) と

146E抗 体 (B) に て免 疫 染 色 した。 レー ン1: XII-NC-3、 レー ン

2: XIV-NC-3



図4 6　成牛皮膚､胎児ウシ皮膚でのⅩⅠⅠ型及びⅩⅠⅤ型コラーゲンの

発現

成牛皮膚(A､ B)と胎児ウシ皮膚(C､ D)をCIJ抗体(A､ C) ､ 146E抗体(B､

D)を用いて免疫染色した｡角層が非特異的に染色された(A､ B) ｡角化が不

十分なため胎児ウシ皮膚には角層がない(C､ D) 0 SC :角層､ DEJ:真皮一表皮

接合部｡スケールバー:50　〝m



図47　成牛皮膚毛包周辺でのⅠⅤ型コラーゲンとラミニン1の

発現

成牛皮膚をⅠⅤ型コラーゲンに対するポリクローナル抗体(B) ､
ラミニン1に対するポリクローナル抗体(C)を用いて免疫染色した｡
コントロールとしては､ウサギ血清(A)を用いた｡ CTS:結合織鞘､ DP:

毛乳頭｡スケールバー:25　〝m



図4 8　成牛皮膚毛包周辺でのⅩⅠⅠ型及びⅩⅠⅤ型コラーゲンの

発現

成牛皮膚をCIJ抗体(B) ､ 146E抗体(C)を用いて免疫染色した｡
コントロールとしては､マウスIgG (A)を用いた｡ CTS:結合織鞘､ DP:

毛乳頭｡スケールバー:25　〃m
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図49 毛の成長サイクル
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図5 0　Schorの方法と改良法により求めたコラーゲンゲル上から

ゲル中-の線維芽細胞の遊走活性の比較

濃度の異なるコラーゲンゲルを作製し､ lX105細胞数の線維芽細胞をコラー
ゲンゲル上に植えつけ､ 3日後の細胞遊走活性をSchorの方法と改良法にて測

定した｡ Schorの方法では3サンプルにて､改良法では5サンプルにて平均値

と標準偏差±sDを求めた｡
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